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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　栓がされている真空採血管に対し当該栓を貫通させ、当該真空採血管内の試料を吸引
し、反応容器へ吐出するプローブと、
　前記プローブに試料を吸引吐出させるシリンジと、
　前記シリンジを接続する分注流路と、
　前記分注流路内に配置され、試料吸引時にプローブの内部圧力を検出する圧力センサと
、
　試料の同一吸引量に対して前記真空採血管内の圧力に応じた複数の詰り検知パラメータ
を記憶するメモリと、
　前記真空採血管内の圧力に応じて、前記メモリに記憶された前記詰り検知パラメータを
選択し、当該選択された前記詰り検知パラメータと前記圧力センサで検出された試料吸引
時の前記内部圧力により、前記プローブの詰り判定を行うコントローラと、を備え、
前記コントローラは、前記プローブの前記栓の貫通後、かつ、前記試料の吸引前に前記真
空採血管内の圧力を測定することを特徴とする自動分析装置。
【請求項２】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記詰り検知パラメータは、前記内部圧力との統計距離を算出するパラメータであって
、
　前記コントローラは、前記統計距離と閾値とを比較することで前記プローブの詰り判定
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を行うことを特徴とする自動分析装置。
【請求項３】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記圧力センサにより前記真空採血管内の圧力を測定し、当該測
定された圧力に従い前記詰り検知パラメータを選択することを特徴とする自動分析装置。
【請求項４】
　請求項２記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記圧力センサにより前記真空採血管内の圧力を測定し、当該測
定された圧力に従い前記統計距離を算出するパラメータを選択することを特徴とする自動
分析装置。
【請求項５】
　請求項３記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記シリンジの吸引動作により、前記真空採血管内の圧力を測定
することを特徴とする自動分析装置。
【請求項６】
　請求項４記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記シリンジの吸引動作により、前記真空採血管内の圧力を測定
することを特徴とする自動分析装置。
【請求項７】
　請求項３記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記プローブの下降動作を制御し、
　前記コントローラは、前記栓を貫通する下降速度よりも下降動作の速度を落として、若
しくは、下降動作を停止させて、前記真空採血管内の圧力を測定することを特徴とする自
動分析装置。
【請求項８】
　請求項４記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記プローブの下降動作を制御し、
　前記コントローラは、前記栓を貫通する下降速度よりも下降動作の速度を落として、若
しくは、下降動作を停止させて、前記真空採血管内の圧力を測定することを特徴とする自
動分析装置。
【請求項９】
　請求項７記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記栓を貫通する下降速度よりも下降動作の速度を落として、前
記真空採血管内の圧力を測定し、前記試料の液面から吸引位置までの間に当該落とした速
度よりも早い速度で下降動作を行うことを特徴とする自動分析装置。
【請求項１０】
　請求項８記載の自動分析装置において、
　前記コントローラは、前記栓を貫通する下降速度よりも下降動作の速度を落として、前
記真空採血管内の圧力を測定し、前記試料の液面から吸引位置までの間に当該落とした速
度よりも早い速度で下降動作を行うことを特徴とする自動分析装置。
【請求項１１】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記真空採血管内の圧力は負圧であることを特徴とする自動分析装置。
【請求項１２】
　請求項２記載の自動分析装置において、
前記真空採血管内の圧力は負圧であることを特徴とする自動分析装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サンプル分注装置を備えた自動分析装置に関し、特に開栓処理を行うことな
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く、試験管の封止栓を突き抜いて分注する自動分析装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動分析装置において、例えば、生化学自動分析装置では、血清や尿などの生体試料（
以下試料と称する）の成分分析を行うために、試料と試薬とを反応させ、それによって生
じる色調や濁りの変化を、分光光度計等の測光ユニットで光学的に測定する。
【０００３】
　試料と試薬を反応させるためには、それぞれが収容されている容器から反応容器への分
注を行う必要がある。このため自動分析装置では、試料あるいは試薬をそれぞれが収容さ
れている容器から反応容器へ自動で吸引・吐出する分注装置を備えている。
【０００４】
　試料を封止栓により封止された試験管(以下真空採血管と称する)から反応容器へ分注す
るサンプル分注装置においては、種々の要因によって分注異常が発生することがある。主
な分注異常の発生要因としては試料の吸引によるプローブ詰まりである。
【０００５】
　プローブに詰まりが生じると、所定量の試料を反応容器に分注できず、信頼性のある分
析結果を得ることができない。
【０００６】
　分注異常を判断する手段として、プローブを含む分注流路内に圧力センサを設け、圧力
変動を基にプローブの詰まりなどの分注異常を検出する技術が数多く提案されている。
【０００７】
　特許文献１に記載の技術では、封止栓と突き抜いたプローブを通し、真空採血管内の圧
力を圧力センサにより監視する。圧力センサの検出値が閾値以下もしくは閾値以上であれ
ば詰まりであると判定することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１１－８５４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上述の特許文献１に記載の方法では、真空採血管の種類による負圧量の
違いや、採血量などのばらつきにより真空採血管内の負圧量にばらつきが生じるため、通
常大気圧状態を基準とした閾値による判断では正常吸引、異常吸引の判定を誤る可能性が
ある。
【００１０】
　真空採血管を使用する場合、試料は全血であるため、粘性はグリセリン水溶液に例える
と４０％前後の粘性を持つ。また、試験管と封止栓で構成される真空採血管は予め負圧と
され、負圧量は採血管の種類とその採血管内にどの程度の血液が吸引出来たかにより、個
々にばらつきが発生している。さらに、試料を吸引する際、プローブ内に水と試料を隔て
る分節空気を挟むが、その分節空気はプローブが真空採血管に挿入された際に、負圧量に
より減圧され試料側へ移動する。
【００１１】
　分節空気が試料側へ移動した状態から試料を吸引するため、真空採血管内の負圧の程度
によってプローブ内の分節空気量にばらつきが生まれる。分節空気量が異なると、同一の
試料を吸引した場合でも吸引時の圧力が異なる。結果として、真空採血管内の負圧量のば
らつきにより、分節空気量がばらつくことで、正常吸引したにも関わらず、異常吸引と判
定してしまうリスクが高い。
【００１２】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、真空採血管の種類や採血量からくる
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真空採血管内のばらつきによる影響を回避し、より正確に詰まりによる異常分注を検知す
る事を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、例えば特許請求の範囲に記載の構成を採用する。
【００１４】
　本発明は、上記課題を解決する手段を複数含んでいるが、その一例を挙げるならば以下
のとおりである。
【００１５】
　栓がされている真空採血管に対し当該栓を貫通させ、当該真空採血管内の試料を吸引し
、反応容器へ吐出するプローブと、前記プローブに試料を吸引吐出させるシリンジと、前
記シリンジを接続する分注流路と、前記分注流路内に配置され、試料吸引時にプローブの
内部圧力を検出する圧力センサと、試料の同一吸引量に対して前記真空採血管の圧力に応
じた複数の詰り検知パラメータを記憶するメモリと、前記真空採血管内の圧力に応じて、
前記メモリに記憶された前記詰り検知パラメータを選択し、当該選択された前記詰り検知
パラメータと前記圧力センサで検出された試料吸引時の前記内部圧力により、前記プロー
ブの詰り判定を行うコントローラと、を備える自動分析装置である。
【発明の効果】
【００１６】
　試料吸引前に真空採血管内の圧力量を予め測定することで、プローブ内の分節空気量が
設計値に対してどう変化するかを想定できる。本発明によれば、詰まり検知に使用する閾
値として採血管内の圧力量に応じた複数の詰り検知のパラメータを装置内に記憶しておき
、真空採血管内の負圧量に応じて最適な詰り検知のパラメータを選択できるので、信頼性
の高い自動分析装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明が適用される自動分析装置の概略構成図である。
【図２】本発明の実施例における要部（圧力信号処理部）の説明図である。
【図３】大気圧状態での試料の吸引開始直前から終了直後にかけてのプローブ内部の状態
変化を示す図である。
【図４】負圧状態での試料の吸引開始直前から終了直後にかけてのプローブ内部の状態変
化を示す図である。
【図５】同サイズの採血管を使用し、採血量による真空採血管内の圧力変化を表したもの
である。
【図６】試料吸引時における圧力センサの出力の概形である。
【図７】本実施例における信号処理器の内部構成図である。
【図８】基準パラメータ選択部における基準パラメータの選択例を示す図である。
【図９】既知データの集合の一例を模式的に示す図である。
【図１０Ａ】真空採血管の範囲を示す模式図である。
【図１０Ｂ】真空採血管内のノズルの下降時間とノズル下降量の関係図である。
【図１０Ｃ】真空採血管内のノズルの下降時間とノズル下降量の関係図である。
【図１１】発明における判別動作のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を用いて本発明の実施形態を説明する。
【００１９】
　図１は、本発明が適用される自動分析装置の概略構成図である。
【００２０】
　図１において、自動分析装置は、試料を保持するサンプル容器（試料容器）１００を複
数搭載可能なサンプルディスク（試料ディスク）１０１と、試薬を保持する試薬容器１０
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３を複数搭載可能な第１試薬ディスク１０４および第２試薬ディスク１０６と、周上に複
数の反応容器１１０を配置した反応ディスク１１１とを備える。
【００２１】
　また、自動分析装置は、サンプル容器１００から吸引した試料を反応容器１１０に分注
するプローブ（試料プローブ）１０２と、第１試薬ディスク１０４内の試薬容器１０３か
ら吸引した試薬を反応容器１１０に分注する第１試薬プローブ１０５と、第２試薬ディス
ク１０６内の試薬容器１０３から吸引した試薬を反応容器１１０に分注する第２試薬プロ
ーブ１０７を備える。
【００２２】
　さらに、自動分析装置は、反応容器１１０内の液体を撹拌する攪拌装置１０８と、反応
容器１１０を洗浄する容器洗浄機構１０９と、反応ディスク１１１の内周付近に設置され
た光源１１２と、分光検出器１１３と、分光検出器１１３に接続されたコンピュータ１１
４と、自動分析装置全体の動作を制御し、外部とのデータの交換を行うコントローラ１１
５とを備える。
【００２３】
　プローブ１０２は、分注流路１１６、１１９を介して定量ポンプ１１７と接続され、分
注流路１１６、１１９の途中には圧力センサ１１８が設けられている。分注経路内に配置
された圧力センサ１１８は、試料吸引時にプローブ内部圧力を検出することができる。
【００２４】
　図２は、本発明の実施例における要部（プローブ１０２内の圧力信号処理部）の説明図
である。
【００２５】
　図２において、プローブ１０２の先端には、他の部位より断面積の小さい絞り部２００
が形成されている。また、定量ポンプ１１７には駆動機構２０１で駆動されるプランジャ
２０２（シリンジとも称す）が設けられている。また、定量ポンプ１１７は、バルブ２０
３を通してポンプ２０４に接続されている。当該シリンジには配管１１９（分注流路）が
接続され、当該シリンジの駆動により、プローブ１０２内に試料を吸引したり、プローブ
１０２外に試料を吐出することができる。
【００２６】
　また、圧力センサ１１８は、ＡＤ変換器２０５を介して信号処理器（信号処理部）２０
６に接続されている。プローブ１０２内はシステム液２０７で満たされ、分離空気２０８
を介して試料２０９が吸引される。図２に示した例は、試料２０９がサンプルプローブ１
０２内に吸引された状態を示している。
【００２７】
　プローブ１０２は図示しない移動機構を有しており、上下、回転してサンプル容器１０
０と反応容器１１０に移動できる。
【００２８】
　次に、本発明の実施例における動作について説明する。
【００２９】
　図１、図２において、サンプル容器１００には血清等の検査対象の試料が入れられ、サ
ンプルディスク１０１にセットされる。それぞれの試料で必要な分析の種類はコンピュー
タ１１４からコントローラ１１５に入力される。サンプルプローブ１０２によってサンプ
ル容器１００から採取された試料は反応ディスク１１１に並べられている反応容器１１０
に一定量分注される。サンプルプローブは、栓がされている真空採血管に対し当該栓を貫
通させ、当該採血管内の試料を吸引し、反応容器１１０へ吐出するプローブである。
【００３０】
　そして、一定量の試薬が第１試薬ディスク１０４または第２試薬ディスク１０６に設置
された試薬容器１０３から第１試薬プローブ１０５または第２試薬プローブ１０７により
反応容器１１０に分注され、攪拌装置１０８にて攪拌される。この試料および試薬の分注
量は、分析の種類毎に予め設定されている。
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【００３１】
　反応ディスク１１１は、周期的に回転、停止を繰り返し、反応容器１１０が光源１１２
の前を通過するタイミングで分光検出器１１３にて測光が行われる。１０分間の反応時間
の間に分光検出器１１３により測光を繰り返し、その後、容器洗浄機構１０９で反応容器
１１０内の反応液の排出および洗浄がなされる。それらの間に別の反応容器１１０では、
別の試料、試薬を用いた動作が並行して実施される。分光検出器１１３にて測光したデー
タはコンピュータ１１４で演算され、分析の種類に応じた成分の濃度を算出してコンピュ
ータ１１４のディスプレイに表示される。
【００３２】
　プローブ１０２の動作を、詳細に説明する。
【００３３】
　試料を吸引する前に、まず、コントローラ１１５は、バルブ２０３を開閉してサンプル
プローブ１０２の流路内部をポンプ２０４から供給されるシステム液２０７で満たす。次
に、コントローラ１１５は、プローブ１０２の先端が空中にある状態で、駆動機構２０１
によりプランジャ２０２を下降動作させ、分離空気２０８を吸引する。
【００３４】
　次に、コントローラ１１５は、プローブ１０２をサンプル容器１００の中に下降させ、
その先端が試料内に浸かった状態でプランジャ２０２を所定量下降して試料をプローブ１
０２内に吸引する。この場合、吸引液２０９は試料である。プローブ１０２の、吸引から
引き続く動作中の圧力変動は、圧力センサ１１８で検出され、ＡＤ変換器２０５でデジタ
ル変換されて信号処理器２０６に送られる。その後、プローブ１０２を反応容器１１０上
に移動して試料を吐出する。
【００３５】
　プローブ１０２の試料吐出時から引き続く動作中の圧力変動は、再び圧力センサ１１８
で検出され、ＡＤ変換器２０５でデジタル変換されて信号処理器２０６に送られる。引き
続いてプローブ１０２はバルブ２０３の開閉で内外部が洗浄され、次の分析に備える。
【００３６】
　信号処理器２０６ではプローブ１０２の試料吸引時、および吐出時の圧力波形から分注
の異常の有無を判別し、異常があったと判断された場合は、その分析を中止させ、コンピ
ュータ１１４の表示部等にアラームを表示して、復帰動作をする。復帰動作は、異常の原
因を除いて再分注する、別の試料の検査に移る、装置を停止するなどの中から選択される
。
【００３７】
　図３は、大気圧状態で試料の吸引からまで行った場合のプローブ内の状態を説明した図
である。
【００３８】
　システム水２０７ａで満たしたプローブ１０２内に分節空気２０８を一定量吸引し、一
定量吐出することで、分節空気２０８を一定量にする。例えば、１０μＬ吸引して６μＬ
吐出して分節空気を４μＬとする。この動作はシリンジのバックラッシュ（以下ＢＬ）量
の個体差をキャンセルするための動作である。
【００３９】
　図４は、採血管内が負圧状態で試料の吸引まで行った場合のプローブ内の状態を説明し
た図である。
【００４０】
　負圧状態である真空採血管にプローブ１０２を挿入した際、大気圧状態時に比べ、採血
管内の負圧により、シリンジからプローブまでの配管１１９が変形して、システム水２０
７ｂだけ分節空気２０８の量が減少し分節空気２０８ａとなる。
【００４１】
　図５は、同一仕様の採血管を使用し、採血量による真空採血管内の圧力変化を表したも
のである。
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【００４２】
　図５において、縦軸は真空採血管内の空気量と圧力を表し、横軸は真空採血管内の採血
量を表す。そして、図５に示した直線は空気量と採血量の関係を示し、曲線は採血量と圧
力の関係を示しており、採血量に応じて真空採血管内の圧力が異なることがわかる。
【００４３】
　図５に示すように、採血量が少ないほど真空採血管内の負圧量が多く、採血量が多くな
るにつれ大気圧に近づくことがわかる。患者から吸引出来る採血量は必ずしも一定ではな
いため、同じサイズの真空採血管でも真空採血管内の圧力データにばらつきが生じる。
【００４４】
　図６は、試料吸引開始時からの圧力センサ１１８の出力の概形である。
【００４５】
　図６において縦軸は圧力センサ１１８の出力による圧力を表し、横軸は時間軸を示す。
また、線種により、分節空気量を分けている。そして、図６に示した波形は分節空気量に
よる試料吸引時の圧力変動を示しており、分節空気量によって、同じ試料でも吸引時の圧
力波形が変化することがわかる。
【００４６】
　図６に示すように、分節空気量が少なくなるにつれ吸引時の圧力は低くなり、実際に真
空採血管内の負圧状態で試料を吸引する際には、図４に示すように分節空気量が負圧量に
応じて変化する。実際の真空採血管内の負圧量は個々にばらつきが生じているものであり
、実際の試料を吸引する前のプローブ内の分節空気量は、真空採血管内の負圧量に対して
、ばらついている。
【００４７】
　また、真空採血管からの吸引する試料は全血であり、グリセリン水溶液に例えるとグリ
セリン水溶液４０％前後の粘性を持つ。分節空気量によって、同じ試料でも吸引時の圧力
波形に変化が生じ、正常にもかかわらず異常吸引と判定してしまうリスクが高くなる。
【００４８】
　図７は、本実施例における信号処理器２０６の内部構成図である。
【００４９】
　図７において、信号処理器２０６は、基準パラメータ選択部２０６ｄと、メモリ２０６
ｂと、比較部２０６ａ、判定部２０６ｃとを備える。信号処理器２０６の判定部２０６ｃ
は、その判定結果をコントローラ１１５に伝達する。信号処理器２０６は、コントローラ
１１５とは別箇に設けられていてもよいし、コントローラ１１５内に備えられていてもよ
いものである。なお、基準パラメータを詰り検知パラメータを称する場合もある。
【００５０】
　後述するように、メモリ２０６ｂは、試料の同一吸引量に対して真空採血管の圧力に応
じた複数の詰り検知パラメータが記憶されるメモリである。
【００５１】
　図８は、基準パラメータ選択部２０６ｄにおける基準パラメータの選択例を示す図であ
る。ここでは実施例として仮に、吸引量を１．０μＬ～３．０μＬ、３．１μＬ～５．０
μＬ、真空採血管内負圧量を０ｋＰａ～４０ｋＰａ、４１ｋＰａ～８０ｋＰａと設定する
。
【００５２】
　図８において、基準パラメータ選択部２０６ｄは、吸引範囲により、複数有する基準パ
ラメータの中から、真空採血管の負圧量に応じた基準パラメータを選択して、試料吸引時
の詰り検知パラメータとして使用する。すなわち、コントローラ１１５は、真空採血管内
の圧力に応じて、メモリ２０６ｂに記憶された詰り検知パラメータを選択し、選択された
詰り検知パラメータと圧力センサで検出された試料吸引時の内部圧力により、プローブ１
０２の詰り判定を行う。
【００５３】
　本説明においては、採血管内の負圧の状態により選択する基準パラメータを２つ設定し
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る基準パラメータをさらに細かくして２つ以上設定しても良い。
【００５４】
　負圧量はプローブを真空採血管の内部に挿入してから試料にプローブを突っ込む前、も
しくは試料を吸引する前に測定を終了させておく必要がある。試料吸引時には基準パラメ
ータの選択が完了している必要があるためである。
【００５５】
　次に、基準パラメータについて説明する。例えば、基準パラメータとは、圧力との統計
距離を算出するパラメータである。詰り判定において、コントローラ１１５は、試料吸引
時における圧力波形（つまり、圧力センサ１１８の検出結果）を取得するとともに、メモ
リ２０６ｂに記憶された複数の基準パラメータのうち、基準パラメータ選択部２０６ｄに
より選択された基準パラメータを取得し、これらの統計距離を算出する。本実施の形態で
は、比較部２０６ａで用いる統計距離として、マハラノビス距離を用いた場合を例示して
説明する。
【００５６】
　コントローラ１１５は、算出した統計距離を、比較部２０６ａで閾値と比較して、その
比較結果に基づいて、判定部２０６ｃでプローブの詰り判定を行う。メモリ２０６ｂに記
憶された閾値は、予め分注処理の対象ごと又は分注量ごとに定められている。なお、当該
閾値は分注量が同じであれば同じ閾値を用いてもよい、これにより比較部２０６ａでの比
較処理を簡易化することができる。
【００５７】
　次に、統計距離について説明する。統計距離は、複数の特徴変数で代表される２つの事
象間の類似性を数値化した指標である。本実施の形態の場合には、予め用意した既知デー
タの集合に対して、対象データがどれだけ離れているかを算出することになる。ここでは
、統計距離の一例としてマハラノビス距離の計算方法について説明する。
【００５８】
　図９は、基準パラメータの集合の一例を模式的に示す図である。この基準パラメータの
集合では、ｎ事象の各データがｋ個の特徴変数を有している（ｎ，ｋは正の整数）。
【００５９】
　マハラノビス距離の計算では、まず、対象データの各特徴変数をｙ1，ｙ2，・・・，ｙ

k、既知データｘnkの各特徴変数の平均をｚ1，ｚ2，・・・，ｚk、標準偏差をσ1，σ2，
・・・，σkとした場合、下記の（式１)により正規化を行う。但し、ｉ＝１，・・・，ｋ
である。

【００６０】
　そして、基準パラメータの集合に対する対象データのマハラノビス距離ＤMは、下記の
（式２）により表される。
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【００６１】
　これにより、統計距離であるマハラノビス距離ＤMが算出でき、ある所定の閾値と比較
することで、プローブの詰り判定を行うことができる。
【００６２】
　例えば、既知データｘnkは、理想的な圧力波形の所定時間の圧力値に相当し、これが基
準パラメータになる。詰り検知の対象となる試料の吸引時の圧力波形から対象データの各
特徴変数を求め、既知データｘnkにより各特徴変数の平均及び標準偏差を用いて、式１及
び式２により、マハラノビス距離ＤMが算出することができる。
【００６３】
　本実施の形態においては、この既知データｘnkを図８におけるＩ-ａで表しており、真
空採血管管内負圧量に応じて、複数の基準パラメータをメモリに記憶している。Ｉ-ｂは
、Ｉ-ａとは異なる既知データｘ’nkである。コントローラは、同一吸引量に対して真空
採血管の圧力に応じて、基準パラメータを選択して、統計距離を算出して、算出した統計
距離と閾値を比較することでプローブの詰り判定を行うことができる。なお、図８に示す
ように、吸引量が異なる場合においても、同様に負圧量に応じて、複数の基準パラメータ
ＩＩ-ａ、ＩＩ-ｂをメモリに記憶することが望ましい。
【００６４】
　なお、本実施の形態に適用可能な統計距離の計算方としては、マハラノビス距離の他に
も、ユークリッド距離、標準ユークリッド距離、マンハッタン距離、チェビシェフ距離、
ミンコフスキー距離、多変量正規密度などの計算法がある。
【００６５】
　なお、基準パラメータには、例えば、真空採血管内の所定の負圧量の理想的な圧力波形
の圧力最小値なども含まれ、試料吸引時の圧力波形がこの最小値を下回る場合に、詰りと
判定してもよい。この場合には、負圧量に応じて、夫々固有の最小値がメモリに記憶され
ており、コントローラは、測定した負圧量に応じて、詰り判定の閾値となる最小値を選択
する。なお、詰り判定の閾値として、最小値以外に、所定時間における圧力値を用いても
よい。
【００６６】
　図１０Ａは、真空採血管の範囲を示す模式図である。図１０Ａにおいてａは真空採血管
の外部から真空採血管の内部までを示し、ｂは真空採血管内部から試料液面までを示し、
ｃは試料液面から吸引位置までを示す。図１０ＢとＣは、真空採血管内のノズルの下降時
間とノズル下降量の関係図である。
【００６７】
　プローブを真空採血管内に突っ込む際の動作は図１０Ｂのように（ａ）範囲は早く下降
し、真空採血管内の負圧を測定する（ｂ）範囲は下降速度を遅くし、真空圧測定後の（ｃ
）範囲は高速で吸引位置まで下降させる。もしくは図１０Ｃのように、（ａ）’範囲は早
く下降し、真空採血管内の負圧を測定する（ｂ）’範囲で一度停止し、真空圧測定後の（
ｃ）’範囲は高速で吸引位置まで下降させる方法がある。なお、これらのプローブの下降
制御は、コントローラ１１５によりなされる。
【００６８】
　つまり、コントローラ１１５は、ノズルの下降動作を制御し、真空採血管の栓を貫通さ
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する下降速度よりも下降動作の速度を落として、若しくは、下降動作を停止させて、真空
採血管内の圧力を測定することが望ましい。試料吸引までの時間をかけすぎず、かつ、圧
力測定の感度を上げることができるためである。
【００６９】
　また、コントローラ１１５は、真空採血管の栓を貫通する下降速度よりも下降動作の速
度を落として、真空採血管内の圧力を測定し、なおかつ、試料の液面から吸引位置までの
間に当該落とした速度よりも早い速度で下降動作を行うことが望ましい。より時間をかけ
ずに試料吸引を行うことができるためである。
【００７０】
　また、採血管内の負圧量測定において、真空採血管内の空気層の間において、シリンジ
の吸引動作により負圧量の測定を行い、測定感度を上げても良い。
【００７１】
　図１１は、本発明における判別動作のフローチャートである。
【００７２】
　図１１いて、プローブ１０２の下降動作を行い（ＳＴＥＰ１）、真空採血管挿入後、圧
力センサ１１８にて真空採血管内部の圧力を測定する（ＳＴＥＰ２）。ここでの真空採血
管内部の圧力測定では、真空採血管内部の圧力を検知すればよく、上記に記載したように
下降動作の状態は問わない。
【００７３】
　次に、基準パラメータ選択部２０６ｄがＡＤ変換器２０５から送られてくる圧力波形デ
ジタル信号をもとに、基準パラメータを選択（ＳＴＥＰ３）し、メモリ２０６ｂに保持す
る。ここでの基準パラメータの選択は、真空採血管の封止栓の通過から試料液面に接触す
るまでに測定（ＳＴＥＰ２）、基準パラメータの選択（ＳＴＥＰ３）を行う必要がある。
【００７４】
　次に、プローブ１０２にて試料の吸引動作を行い、試料吸引時の圧力データを圧力セン
サ１１８にて測定する（ＳＴＥＰ４）。
【００７５】
　そして、比較部２０６ａにより、試料吸引時の圧力データとメモリ２０６ｂに記憶され
た予め定めた閾値とが比較され（ＳＴＥＰ５）、その結果が判定部２０６ｃに供給される
。
【００７６】
　判定部２０６ｃは試料吸引時の圧力データが閾値外の場合は、吸引に異常ありと判断す
る（ＳＴＥＰ６）。
【００７７】
　ＳＴＥＰ５において、試料吸引時の圧力データが閾値内の場合は、判定部２０６ｃから
の指令に従って、コントローラ１１５の制御により、吐出動作に移行する（ＳＴＥＰ７）
。
【００７８】
　以上のように、本発明によれば、採血管や採血量などの特性による影響を回避し、分注
時の異常を正確に判定し、信頼性の高い自動分析装置を提供できる。
【００７９】
　なお、本実施の形態では、圧力センサ１１８の圧力結果を利用して、詰り検知パラメー
タの選択を行ったが、真空採血管内の圧力に応じて、詰り検知パラメータを選択できれば
この圧力センサの圧力結果を利用する必要はない。しかしながら、当該圧力センサ１１８
の圧力結果を利用することで、他の圧力検知機構を用いずに詰り検知パラメータを選択す
るための適確な圧力結果を得ることができる。
【００８０】
　また、コントローラ１１５は、プローブの栓の貫通後、かつ、試料の吸引前に圧力セン
サ１１８で真空採血管内の圧力を測定することが望ましい。試料吸引直前の真空採血管内
の圧力を測定できるため、栓の貫通前に他の圧力検知機構で真空採血管の圧力を測定した
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り、見積もったりする方法よりも、より正確な圧力を求めることができる。
【００８１】
　また、本実施形態では、真空採血管内が負圧の場合について説明したが、真空採血管内
が加圧の場合においても、当該詰り判定は有効であり、負圧に限った技術でないことは言
うまでもない。
【符号の説明】
【００８２】
１００・・・サンプル容器、１０１・・・サンプルディスク、１０２・・・サンプルプロ
ーブ、１０３・・・試薬容器、１０４・・・第１試薬ディスク、１０５・・・第１試薬プ
ローブ、１０６・・・第２試薬ディスク、１０７・・・第２試薬プローブ、１０８・・・
攪拌装置、１０９・・・容器洗浄機構、１１０・・・反応容器、１１１・・・反応ディス
ク、１１２・・・光源、１１３・・・分光検出器、１１４・・・コンピュータ、１１５・
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